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-------------------------------------------------------------------------------- 

研究課題：渡島中部地域における高うね栽培によるニンジン乾腐病被害軽減効果の

実証（土壌環境改善によるにんじん乾腐病被害軽減対策の確立） 

担当部署：道南農試技術体系化チーム、渡島農業改良普及センター本所 

協力分担：JA 新はこだて、JA 函館市亀田、函館市、七飯町、(株)北海道クボタ 

予算区分：道費（一般） 

研究期間：2006～2008 年度（平成 18～20 年度） 
-------------------------------------------------------------------------------- 

１．目的 

 渡島中部地域ではニンジン乾腐病が多発して安定生産上の大きな阻害要因となっている。

一方、2001 年には圃場の排水性改善による発病軽減の可能性が示唆され、指導参考事項と

なった。しかし、その後も渡島中部地域ではニンジン乾腐病が大きな問題となっており、

早急に軽減効果の実証を図る必要があった。本試験では高うね栽培による排水改善効果と

それに伴うニンジン乾腐病の被害軽減効果について現地実証を行った。 

２．方法 

１）試験場所：場内および現地ほ場（七飯町および函館市） 

２）試験処理：高うね処理の有無、高うねの高さは 25 ㎝、F、L、M、R、T、W の各圃場

は高うね成形ロ－タリ(クボタ RT-418)を使用、他は手作業 

 ３）調査項目：土壌水分(pF、体積水分率(単位体積当たりの水分比率))、発病株率、病

原菌密度、発病度(指数(０～３)の合計／(調査株数×3)×100)、規格内率等 

４）耕種概要（各圃場の作付年次は図２を参照） 

 トンネルマルチ作型(F、M、N、O、T 圃場) 

播種４月 14日(2006)、４月５～12日(2007)、３月 19日(2008)、収穫７月 21日(2006)、

７月４日～８月８日(2007)、７月７日(2008)、栽植本数（高うね、慣行とも同様）27,780

本/10a (F、M、T 圃場）、20,833 本/10a (N、O 圃場）、品種「向陽二号」 

 露地作型(L、P、Q、R、U、V、W 圃場) 

播種６月７日(2006)、４月 27 日～５月 22 日(2007)、５月１～27 日(2008)、収穫９

月 25 日(2006)、８月 16 日～９月５日(2007)、８月 21 日～９月 19 日(2008)、栽植本

数（高うね、慣行とも同様）26,316 本/10a(L 圃場)､20,833 本/10a(P、Q、U、V 圃場)､

34,180 本/10a(R、W 圃場)、品種「向陽二号」 

 場内枠（露地作型） 

  播種５月 22 日(2007)、５月 27 日(2008)、収穫８月 27 日(2007)、９月 29 日(2008) 

  品種「向陽二号」 

３．成果の概要 

１）高うね処理により、深さ０～20cm の体積水分率が低下することが確認できた（図１）。 

２）３カ年の合計 14 試験例のうち、慣行の発病度が 10 以上は６例あり、いずれも高う

ね処理によるニンジン乾腐病軽減効果が認められた（図２）。 

３）ニンジン乾腐病軽減効果が認められた圃場の規格内率は、高うね区が慣行区より４

～22％高くなった（表１）。 

４）収穫時における高うね処理区の菌密度（０～20 ㎝）は慣行区と差が認められず、

乾腐病の発生軽減は菌密度の低下によるものではないと考えられた（図３）。 

５）高うね栽培導入による経済試算を行ったところ、高うね栽培で規格内率が４％

向上した場合、地域の平均面積（1.5ha）による減価償却費を考慮しても、慣行よ

り 10ａ当たり 6500 円～8500 円程度の向上効果がみられると考えられた（表２）。

そのため、乾腐病によるロスが４～５％を超えるような経営では高うね導入の効果

が高いと思われた。 



 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
 

 
 

 
表 1 高うね処理が乾腐病の発生に及ぼす影響（発病度が 10 以上の圃場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果の活用面と留意点 

１）ニンジン乾腐病軽減のための高うね栽培導入の際の資料とする。 
２）トンネルマルチ栽培で高うねを導入する場合、発芽時の土壌乾燥が懸念されること

から、適切な水分条件で高うね処理を行うとともに、発芽前後のトンネル内の高温、

乾燥が予想される時は適切なトンネル管理を行う。 
 
５．残された問題とその対応 

１）ニンジン乾腐病多発年の高うね栽培の効果確認 

２）収穫機使用時の作業効率の評価  

注）耐用年数を５年とした場合、慣行ロー
タリより減価償却費が 1437 円高くなる。 

注）2006 年には乾腐病の指数２(小病斑が 3 カ所以上認められ、やや大型病斑の認められるもの)以上の株と乾腐病
以外の障害株を規格外とし、2007 年と 2008 年は障害株を加味せずに乾腐病の指数２以上の株のみを規格外とし
て規格内率を算出した。  

注）減価償却費 (５年 )は、慣行 145,000 円、
高うね 164,600 円である。  

図１ R 圃場の土壌水分の推移(2007 年） 

上段は深さ 15cm の土壌水分吸引圧(pF)、

下段は深さ０～20cm の体積水分率  

表２  露地栽培における経済試算
（10ａ当たり）  

図２ 高うね処理が乾腐病の発生に及ぼす影響

（2006～2008 年） 

図３ 収穫時における土壌中の菌密度（F.solani）  
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